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序

安中市松井田町国衙地区は、碓氷川の支流である九十九川と増田川に挟まれた台地上に位置し

ています。周辺は比較的平坦な地形が広がっており 「国衙」という地名からも、太古よりこの地、

が松井田地区の中心的地域として、人々の生活の舞台となっていたと考えられます。

、 「 」 、 （ 、 ）さて ここに報告いたします 国衙下辻遺跡 は 小規模土地改良事業 農道拡幅 一部新設

に伴い調査されました。国衙地区周辺においては、九十九川・増田川の両河川に近い下位段丘上

。、、は すでに土地改良事業が行われており 規格化された水田が整然と並ぶ風景が広がっています

一方、住宅が点在する上位段丘上は土地改良事業が行われておらず、比較的平坦で広い畑地であ

るにもかかわらず、農道の整備が遅れていました。現代の機械化農業に対応できる農道整備は、

時代の当然の流れと言えましょう。

遺跡地周辺は、これまでにも古墳をはじめとして多くの遺跡の存在が確認され、調査が行われ

てきた地域です。また 「松井田町誌」によると東山道が通過していたと推定されている地域でも、

あります。今回は農道建設予定地の一部分の発掘調査でしたので、調査面積はけして広くはあり

ません。また、検出された遺構も弥生時代から古墳時代の住居址８軒、古墳１基等と数は多くあ

りません。しかしながら、これらは紛れも無く国衙地区の歴史の足跡であり、郷土の歴史を解明

する一助となるものと信じています。本書を幅広く活用していただければ誠に幸いと存じます。

最後になりましたが、調査に参加された皆様、報告書刊行に至るまでご指導・ご協力をいただ

いた多くの方々に、厚く御礼申し上げ序と致します。

平成 年１月22
安中市教育委員会

教育長 中澤 四郎



例 言
１ 本書は、小規模土地改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２ 調査地は群馬県安中市松井田町国衙下辻 他である。遺跡名は国衙下辻遺跡（略号Ｋ７ 、調査329 ）

面積は約 ㎡である。570
３ 調査は安中市の委託を受けて、安中市教育委員会が実施した。

４ 確認調査については国庫補助金・県費補助金により実施した。本調査及び整理作業については、原

因者である安中市の負担により、安中市教育委員会が直営で実施した。

５ 調査期間 ○発掘調査 平成 年度 平成 年 月１日～平成 年１月 日20 20 12 21 16
○整理作業 平成 年度 平成 年１月 日～ 月 日まで断続的に実施21 21 19 11 30

６ 出土遺物・資料類は安中市教育委員会が保管している。

７ 発掘調査・整理作業ともに壁伸明（安中市教育委員会学習の森文化財係主査）が担当した。

８ 発掘調査に従事していただいたのは、次の方々である （敬称略）。

生駒 朝男 小野 毅 須藤 利夫 須藤 はるの 多胡 わぐり 中里 徳子

橋爪 千昭 萩原 今朝次

９ 基準杭測量は上毛測量設計事務所（株）に委託した。

遺構写真の撮影は壁が行った。遺跡の航空写真撮影は（株）測研に委託した。10
遺構実測の一部を（株）測研に委託した。11
整理作業の分担は以下のとおりである。12
遺物接合・復元 小野 毅 須藤 利夫 須藤 はるの 橋爪 千昭

遺物実測・拓本・トレース 上原 由美 鬼形 敦子 中里 徳子 廣上 良枝

藤井 みゆき

枝良上廣子徳里中子敦形鬼美由原上成作図構遺

藤井 みゆき

遺物観察・編集・執筆 他 壁 伸明

。）（13 遺物実測・トレース・遺物観察表作成・遺物写真撮影の一部を 有 前橋文化財研究所に委託した

発掘調査及び整理作業にあたっては、次の方々・機関よりご教示・ご協力をいただいた。記して感14
謝の意を表します （敬称略・順不同）。

石丸 敦史 神戸 聖語 坂爪 久純 大工原 豊 土屋 積 長井 正欣

町田 勝則 若狭 徹 （株）飯沼組 長野県立歴史館 （有）毛野考古学研究所

調査組織（平成 年度・ 年度）15 20 21
安中市教育委員会事務局

教育長 中澤 四郎

教育部長 富沢 春寿（～平成 年５月）20
本多 英夫（平成 年５月～）20

学習の森所長（参事） 小島 成公

文化財係長（課長補佐） 藤巻 正勝（事務総括）

）当担理経（みゆま賀須蜂査主

主査（文化財保護主事） 壁 伸明（発掘調査・整理作業担当）

主査（文化財保護主事） 千田 茂雄

主査（文化財保護主事） 深町 真

）度年成平（彦雅井新査主 20
主任（文化財保護主事） 井上 慎也

主事補 小此木 克之（平成 年度）21



凡 例
Ⅸである。１ 各遺構図方位記号は国家座標の北を表している。座標系は国家座標第

２ 遺構断面図、等高線に付した数字は標高を表す。

３ 遺構実測図の縮尺は住居 、土坑・溝・ピット を基本としている。これ以外については、1/60 1/40
図中に縮尺を記した。

４ 遺物実測図の縮尺は を基本としている。これ以外については、図中に縮尺を記した。1/4
５ 図中のスクリーントーン は、焼土・炭化物の範囲を示している。

６ 縄文土器のうち、図中の土器断面に を付してあるものは繊維土器を表している。●

７ 遺物の観察については遺物観察表を用いて記した。

８ 土層説明中の記号・略称は次のとおりである。

土層名称及び量の基準： 新版標準土色帖」による。「

＜：より明るい方向を示す（暗＜明）。色調

しまり、粘性 ◎：あり 〇：ややあり △：あまりない ×：なし

混入物の量 ◎：大量（30～50％） 〇：多量（15～25％） △：少量（5～10％） ※：若干（1～3％）

×：なし

混入物 RP：ローム粒子（溶け込んだ状態） ＲＢ：ロームブロック（固まりの状態）

ＹＰ：浅間板鼻黄色軽石

９ ピットの深さ ０～19㎝ ～39㎝ ～59㎝ 60㎝以上〇 〇 〇 〇20 40
本文及び表中等で示す火山灰の名称は、以下の記号を用いている。10

PY-sAC-sAB-sAA-sA浅間Ａ軽石： 浅間Ｂ軽石： 浅間Ｃ軽石： 浅間板鼻黄色軽石層：

遺物分布図に用いた記号は以下のとおりである。11
ｇ ｇ ｇ10 100 1000

▲弥生土器 坏・高坏系 ▲ ▲

●弥生土器 甕・壺系 ● ●

△土師器 坏・高坏系 △ △

○土師器 甕・壺系 ○ ○

□円筒埴輪 □ □

図版中等において、略号として遺構名を以下の例のように表記している場合がある。12
（例）

弥生時代１号住居址 Ｙ１Ｈ→

古墳時代１号住居址 Ｈ１Ｈ→

１号溝 Ｍ１→

１号土坑 Ｄ１→

１号ピット Ｐ１→

遺構番号は、試掘調査で確認されたものから順に付している。そのため、本書における報告の中で13
は、必ずしも１から始まっていない。また、発掘調査中に付した遺構名・番号を、整理作業段階で

変更したものは以下のとおりである。出土遺物の注記・台帳の記載等は旧遺構名で行っている。

（旧遺構名） （報告書記載遺構名） （変更理由）

Ｙ２Ｈ Ｈ７Ｈ 弥生時代ではなく古墳時代の所産と判断した。

、 。Ｍ４ １号溝 ４号溝 Ｍ４ ２号溝を古墳周堀と判断し 枝番が不要となった--
。Ｍ４ ２号溝 １号古墳 Ｍ４ ２号溝としたものが古墳の周堀であると判断した--



目 次
11物遺と構遺章４第文序

11要概節１第言例

11代時生弥節２第例凡

11址居住穴竪）１（次目

第３節 古墳時代

411 址居住穴竪）１（過経章１第

921 墳古）２（過経る至に査調節１第

331 溝）３（過経の業作掘発節２第

331 坑土）４（過経の業作理整節３第

35（５）ピット

世中節４第境環と置位の跡遺章２第 2
732 構遺明不格性）１（境環的理地節１第

832 物遺土出外構遺節５第境環的史歴節２第

145 括総章５第法方の査調章３第

5第１節 調査の方法

版図真写序層本基節２第 5
抄 録

挿 図 目 次
3 20 　　　　　　　　24)(1址居住号６Ｈ図第図置位跡遺の辺周図１第

5 21 　　　　　　　　25)(2址居住号６Ｈ図第図式模層土本基図２第

522261 物遺土出址居住号６Ｈ図第)(図定設ドッリグ図３第

2 1 7 23 　　　　　　　　26第４図 グリッド設定図( )･全体図( ) 第 図 Ｈ７号住居址( )

7224292 )(址居住号７Ｈ図第)(図体全図５第

725221 物遺土出址居住号７Ｈ図第址居住号１Ｙ図６第

92162211第７図 Ｙ１号住居址出土遺物( ) 第 図 ４号溝・１号古墳( )

03272312第８図 Ｙ１号住居址出土遺物( ) 第 図 ４号溝・１号古墳( )

13182411 )(物遺土出墳古号１図第)(址居住号１Ｈ図９第

2329251201 )(物遺土出墳古号１図第)(址居住号１Ｈ図第

33036111第 図 Ｈ１号住居址出土遺物 第 図 ３号溝

431137121 )(溝号５・坑土号８～２図第址居住号２Ｈ図第

532237131第 図 Ｈ２号住居址出土遺物 第 図 ２～８号土坑・５号溝( )

53338141 物遺土出坑土号３図第址居住号３Ｈ図第

6381439151 トッピ号～１図第址居住号４Ｈ図第

835391161第 図 Ｈ４号住居址出土遺物( ) 第 図 遺構外出土遺物

93

14

6302271第 図 Ｈ４号住居址出土遺物( ) 第 図 性格不明遺構

図 国衙下辻遺跡・松原遺跡・

　中村遺跡出土独鈷石状石器

第址居住号５Ｈ図第 732281
第 図 Ｈ５号住居址出土遺物 3291

1



表 目 次
4覧一跡遺の辺周表１第 33
41第２表 Ｙ１号住居址出土遺物観察表 第   表

第９表 １号古墳出土遺物観察表

53
61第３表 Ｈ１号住居址出土遺物観察表 第 表

３号土坑出土遺物観察表

7311
01

81第４表 Ｈ２号住居址出土遺物観察表 第 表

溝観察表

7321
12第５表 Ｈ４号住居址出土遺物観察表 第 表

土坑観察表

7331
32第６表 Ｈ５号住居址出土遺物観察表 第 表

ピット観察表

83
51
61

41
52第７表 Ｈ６号住居址出土遺物観察表 第 表 独鈷石状石器計測表

古墳時代遺構時期別一覧第 表

遺構外出土遺物観察表

写真図版目次
ＰＬ１ Ｙ１号住居址セクション

Ｙ１号住居址出土遺物ＰＬ８

Ｈ１号住居址出土遺物

Ｈ２号住居址出土遺物

ＰＬ９

Ｈ４号住居址出土遺物ＰＬ10

Ｈ４号住居址出土遺物

Ｈ５号住居址出土遺物

ＰＬ11

Ｈ６号住居址出土遺物

Ｈ７号住居址出土遺物

ＰＬ12

１号古墳出土遺物ＰＬ13

Ｙ１号住居址遺物出土状況

Ｙ１号住居址完掘状況

ＰＬ２ Ｈ１号住居址カマドセクション

Ｈ１号住居址１号ピットセクション

Ｈ１号住居址遺物出土状況

Ｈ１号住居址カマド検出状況

Ｈ２号住居址セクション

況状掘完址居住号２Ｈ

Ｈ３号住居址セクション

Ｈ３号住居址完掘状況

ＰＬ３ Ｈ４号住居址遺物出土状況

況状掘完址居住号４Ｈ

ＰＬ４ Ｈ５号住居址貯蔵穴遺物出土状況

Ｈ５号住居址完掘状況

Ｈ６号住居址遺物出土状況

１号古墳出土遺物

３号土坑出土遺物

遺構外出土遺物

ＰＬ14

況状掘完址居住号６Ｈ

Ｈ７号住居址遺物出土状況

Ｈ７号住居址完掘状況

Ｈ７号住居址カマド検出状況

ＰＬ５ １号古墳周堀遺物出土状況

１号古墳周堀完掘状況

ＰＬ６ ３号溝セクション

３号溝完掘状況

２号土坑セクション

２号土坑完掘状況

３号土坑遺物出土状況

３号土坑完掘状況

４号土坑完掘状況

５号土坑完掘状況

ＰＬ７ ６号土坑完掘状況

７号土坑完掘状況

５号溝・８号土坑完掘状況

性格不明遺構セクション

性格不明遺構検出状況

82表察観物遺土出址居住号７Ｈ表８第

24
24



－ 1 －

第１章 経過

第１節 調査に至る経過

、。、群馬県安中市は 奇峰妙義山・清流碓氷川等を有する風光明媚な地である 同市松井田町国衙地区は

碓氷川の支流である九十九川と増田川に挟まれたなだらかな丘陵上に位置している。国衙地区の南北を

流れる両河川の下位段丘上水田は、すでに土地改良事業が終了しており、現代の機械化農業に対応した

区画となっている。一方、今回の調査地である上位段丘上には畑地が広がっている。この畑地帯は土地

改良事業は実施されていないが、比較的平坦で広い区画が多い。しかし、これらの畑地を結ぶ農道は、

軽自動車が通行できる幅員しかないものがほとんどである。大型農業機械が通行可能な農道建設の要望

は、以前より地元にあった。

平成 年５月 日、安中市役所松井田支所産業建設課（以下産業建設課）より同市教育委員会へ、20 31
国衙下辻地区農道建設予定地における埋蔵文化財について照会があった。開発予定地周辺は、 年度19
に実施した詳細遺物分布調査により遺物の散布が確認されている地域である。また、古墳が多数存在す

る地域であるため、教育委員会は６月 日試掘調査が必要である旨を回答した。６月 日、産業建設5281
課より試掘調査依頼が提出された。これを受け、農作物の収穫が終了した 月２日より試掘調査を実11
施した。試掘調査の結果、弥生～古墳時代の住居址が 数軒確認された。産業建設課と教育委員会の10
協議の結果、計画の変更は不可能であるという結論に達したため、発掘通知等の法的手続きが完了した

月１日より本調査を実施し、記録保存を図ることとした。12
なお、今回本調査を実施しなかった開発区域北半においても、弥生～古墳時代の竪穴住居址が確認さ

れている。しかし、今回建設される農道が砂利敷であること、北半部分は切土がほとんど無く遺構確認

面まで１ｍ程度の保護層が保てること、そして時間的制約があること等の理由により、協議の結果、同

部分については舗装工事を実施する前に改めて本調査を行うことにした。

第２節 発掘作業の経過

本遺跡は、試掘調査より弥生～古墳時代の集落遺跡と想定されていた。試掘調査においては、農道建

設予定地のほぼ全域にトレンチを入れた。そのうち遺構が確認された部分について、バックフォーによ

り表土掘削を行った。ただし、前節で述べた理由により、今回北半部分の本調査は実施していない。本

調査を実施した部分は、北よりＡ区・Ｂ区・ＣＤ区・Ｅ区と呼称した。表土掘削後、ジョレンによるプ

ラン確認を行い、各遺構の精査を実施した。遺構の平面測量は光波測量を基本とし、スケールは原則的

に竪穴住居址 、溝・土坑 、全体図 とした。断面測量については原則 で行った。遺構02/108/104/102/1
。。、の記録写真は カラーフィルム・白黒フィルムで壁が撮影を行った 作業風景等も適宜撮影した35 ㎜

、、。各遺構の精査が終了した１月 日に航空写真撮影を実施した その後 バックフォーにより埋め戻し15
現地調査を終了した。

第３節 整理作業の経過

整理作業は、発掘調査で得られた図面・写真・出土遺物を整理し、各遺構･遺物の状態が客観的に把

握できるように資料化することを主目的として実施した。

出土遺物は全て水洗いを行い、小破片を除いて注記した。ただし、石鏃等は遺跡名・出土地点等を明

記したパッケージに収納した。注記には下記のような略記号を使用した。

遺跡名→Ｋ７ Ａ区→Ａ（他の区も同様） 弥生時代住居跡→Ｙ 古墳時代住居跡→Ｈ

接合・復元は可能な限り行った。接合にはセメダインＣを、復元には必要に応じてエポキシ系樹脂修

復剤を用いたが、基本的には補強を目的としているため、必要最小限の復元にとどめている。

遺物の接合・復元と並行して、図面基礎整理・各種台帳整理・写真整理等も実施した。遺物実測・ト

レース・遺物観察・写真撮影は、原則直営で行ったが、弥生土器・石器・鉄器の一部を（有）前橋文化

財研究所に委託した。遺構図・遺物実測図はイラストレーター でデジタルトレースを行い作業の効10
率化を図った。
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第２章 遺跡の位置と環境

第１節 地理的環境

安中市は関東平野の周辺部である群馬県の南西部に位置し、北から東は高崎市、南東は富岡市、南西

は下仁田町、そして西は碓氷峠を挟んで長野県北佐久郡軽井沢町と接している。長野県との県境をなす

市の北西部から南西部にかけては、標高 ｍを超える山々が連なっている。この付近からは数多く1000
の小河川が流出しており、これらは合流を重ねつつ市東部の平野へと至り、やがては高崎市で利根川と

合流している。これらの河川の中で比較的大規模なものが増田川・九十九川・碓氷川である。この３本

の河川は、並行するように北西より南東方向へ流下している。それぞれの河川の間には河岸段丘が発達

し、分水嶺となる丘陵が河川に並走するように延びている。本遺跡が位置するのは、九十九川と増田川

に挟まれた細野原丘陵の末端付近であり、遺跡地の東側が増田川・九十九川の合流点である。細野原丘

）（、）（、陵は 剣の峰 から南東に延びる松井田丘陵より霧積ダム東方付近で分岐し 高戸谷山1429.6m 739.3m
を経て九十九川と増田川の合流点へと続く丘陵である。本丘陵の北には増田川を隔て長者久保・上野丘

陵が並走し、九十九川を隔てた南には松井田丘陵が並走している。細野原丘陵は標高 以下になる500m
となだらかな地形が多くなる。丘陵上には比較的規模の大きい水田や畑地が営まれており、市内の主要

な農耕地帯の一つとなっている。そして増田川と九十九川の合流点に近づく標高約 ｍ付近より丘陵250
はいっそうなだらかになり、丘陵先端にかけて国衙・下増田の集落や畑地帯が形成されている。遺跡の

所在地は安中市松井田町国衙下辻 他である。遺跡の南西には、松井田丘陵越しに妙義山が偉容を示329
し、北東から西にかけては長野県との県境の山々を一望できる地である。

第２節 歴史的環境

本遺跡の周辺では、縄文時代～奈良・平安時代を中心に多くの遺跡が確認されている。それらについ

て概観する（括弧内数字は第１図及び第１表に対応する 。）

本遺跡（１）に近い細野原丘陵南東端付近においては、広範にわたり縄文時代～近世の遺跡が確認さ

れており、国衙遺跡群（２）を構成している。本遺跡も国衙遺跡群に属するものである。国衙遺跡群を

構成する遺跡として、下増田松原遺跡（３）下増田上田中遺跡（４ ・下増田下田中遺跡（５ ・国衙森））

浦朝日遺跡（６）等があげられる。また、古代律令体制期の官道である東山道は本地域を通過していた

とする考えもある。さらに、本遺跡の西方の細野原丘陵上及び下位の段丘上においては、下増田天神原

遺跡（７ ・高梨子椚坂遺跡（８）等が確認されている。）

北の長者久保・上野丘陵上及び下位の段丘上においても多くの遺跡が存在する。本遺跡東方の小日向

地区においては、土地改良事業に伴い平成 年度より発掘調査が開始され、縄文時代・弥生時代・古16
墳時代・平安時代の集落等が確認されている小日向遠丸遺跡（９ ・小日向遠地谷戸遺跡（ ・小日向）） 10
瀧遺跡（ ・ 小日向壱丁田遺跡（ ・小日向田中遺跡（ ・小日向田中西遺跡（ ・小日向白山41312111 ））））

遺跡（ ・小日向上新浜遺跡（ ）の発掘調査が実施されている。また、周辺には天皇塚（ ・琴平716151 ） ）

山古墳 等多数の古墳が存在し 前述の８遺跡とともに小日向地区遺跡群 を構成している 小（）（、）（ 『9181
日向地区遺跡群』については、今年度末報告書刊行予定 。さらに、本遺跡の北方、増田川を挟んだ対）

岸において、下増田百石遺跡（ ・下増田下原遺跡（ ・下増田十二平遺跡（ ）等が調査されてい221202 ） ）

る。

）（、、南の松井田丘陵上には 奈良・平安時代の集落で 鉄器等の良好な資料が出土している愛宕山遺跡 23
）（）（、。が存在する また 西方の九十九川右岸の高梨子地区にも高梨子八木田遺跡 ・高梨子柳下遺跡24 25

・高梨子森下遺跡（ ・高梨子中貝戸遺跡（ ・高梨子三次郎遺跡（ ）等多数の遺跡が確認されて827262 ））

いる。
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第1図　周辺の遺跡位置図　
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No 遺  跡  名 所  在  地
縄
文

弥
生

古
墳

奈
・
平

備     考

参考
文献
No

1 国衙下辻遺跡 安中市松井田町国衙329他 ○ ○ 本書報告遺跡

2 国衙遺跡群 安中市松井田町国衙40他 ○ ○ ○ ○ 縄文～平安時代集落、古墳等
1

3 下増田松原遺跡 安中市松井田町下増田447-1他 ○ ○ ○ 縄文時代集落
2

4 下増田上田中遺跡 安中市松井田町下増田554他 ○ ○ ○ ○ １号古墳はＴ字形石室を有する

5 下増田下田中遺跡 安中市松井田町下増田甲360他 ○ ○ ○ 平成６年松井田町教育委員会調査

6 国衙森浦朝日遺跡 安中市松井田町国衙21-1他 ○ 昭和59～60年松井田町教育委員会調査

7 下増田天神原遺跡 安中市松井田町下増田996他 ○ ○ 三角壔形土製品出土（表採）
3

8 高梨子椚坂遺跡 安中市松井田町高梨子字椚坂 ○ 遺物散布地

9 小日向遠丸遺跡 安中市松井田町小日向1,252他 ○ ○ 弥生～古墳時代集落

10 小日向遠地谷戸遺跡 安中市松井田町小日向1,155-1他 ○ ○ 弥生～古墳時代集落
4

11 小日向瀧遺跡 安中市松井田町小日向943-3他 ○ ○ 弥生時代集落、古墳

12 小日向壱丁田遺跡 安中市松井田町小日向821他 ○ ○ ○ 弥生時代集落、古墳

13 小日向田中遺跡 安中市松井田町小日向116他 ○ ○ 弥生～古墳時代集落、古墳

14 小日向田中西遺跡 安中市松井田町小日向259他 ○ ○ ○ 縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代集落

15 小日向白山遺跡 安中市松井田町小日向456他 ○ 古墳時代集落

16 小日向上新浜遺跡 安中市松井田町小日向522他 ○ 古墳時代集落

17 天皇塚 安中市松井田町小日向1,188他 ○ 形象埴輪（馬・人物）出土

18 琴平山古墳 安中市松井田町小日向857他 ○ ６世紀前半の前方後円墳

19 小日向地区遺跡群 安中市松井田町小日向1,152他 ○ ○ ○ ○ 弥生～古墳時代集落、古墳

20 下増田百石遺跡 安中市松井田町下増田2,763他 ○ 平成５年松井田町教育委員会調査

21 下増田下原遺跡 安中市松井田町下増田2,674-1他 ○ ○ 縄文時代、奈良・平安時代集落
5

査調会員委育教町田井松年８成平○995,2甲田増下町田井松市中安　　跡遺平二十田増下22

23 愛宕山遺跡 安中市松井田町松井田1,058他 ○ ○ 古墳～平安時代集落
6

24 高梨子八木田遺跡 安中市松井田町高梨子字八木田 ○ ○ ○ 遺物散布地

田水下Ｂ-sＡ○他724子梨高町田井松市中安跡遺下柳子梨高52
7

26 高梨子森下遺跡 安中市松井田町高梨子410他 ○ ○ ○ 古墳～平安時代集落
7

27 高梨子中貝戸遺跡 安中市松井田町高梨子字中貝戸 ○ ○ 遺物散布地

28 高梨子三次郎遺跡 安中市松井田町高梨子甲1,117他 ○ ○ 縄文時代、奈良・平安時代集落
8

（参考文献）

　1　　『国衙遺跡群Ⅱ』1992  松井田町教育委員会

　2　　『下増田松原遺跡』2006　松井田町教育委員会

　3　　『下増田天神原遺跡』1993　松井田町教育委員会　

　4　　『小日向遠地谷戸遺跡』1994  松井田町教育委員会

　5　　『下増田下原遺跡』2001　松井田町下増田下原遺跡調査会

　6　　『愛宕山遺跡』 2000　群馬県教育委員会・(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

　7　　『高梨子地区遺跡群』2008　安中市教育委員会

　8　　『高梨子三次郎遺跡』1998　松井田町埋蔵文化調査会　

第1表　周辺の遺跡一覧



－ 5 －

第３章 調査の方法

第１節 調査の方法

発掘調査の方法・手順は、ほぼ通例に準じているが、一部安中市教育委員会が実施している独自の方

法を採用している。

。、、発掘調査においては バックフォーによる表土掘削後 ジョレンを用いて遺構プランの確認を行った

グリッドについては国家座標（世界測地系）に取り付け、開発区域全域に一辺 ｍの大グリッドと、40
000.00219-000.06163001それを に分割した一辺４ｍの小グリッドを設定した。大グリッドはＸ＝ 、Ｙ＝

を北西隅に持つグリッドを１Ａグリッドとし、南方向へは数字で１・２・３・・・・・ とし、東方12
向へはアルファベットでＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆとし、数字とアルファベットとの組み合わせで表記し

た。小グリッドについては、各大グリッドの北西隅から東へ ･ ･ ・・・とし、大グリッドとの組00 01 02
み合わせで表している。さらに、各小グリッドを一辺２ｍのａ～ｄの４区に分割した（第３図及び第４

図参照 。検出された遺構については、遺構の内容に応じた精査を行い、遺構検出状況・土層断面・遺）

物出土状況・完掘状況等を、カラーフィルム・モノクロフィルム（ ㎜）で撮影した。住居址の調査35
については「分層 分割法」を基本とし、４本の土層観察用ベルトを十字に残し、層位毎に掘り下げ16
精査した。また、床面直上付近より出土した遺物の一部は、出土時の形状・位置・高さ等を記録した。

また、竃・貯蔵穴・柱穴等の住居址に関連する遺構は、 分割とは別に遺構毎に遺物を取り上げた。16
竃及び土坑等の調査は、平面プランを確認後半裁した。そして土層の状況を、図面及び写真で記録した

後完掘した。規模の大きい溝及び古墳の周堀については、任意の位置にベルトを設定し、土層堆積状況

を記録した。また、任意の位置で区を設定し、区毎に遺物を取り上げた。１号古墳周堀より出土した円

筒埴輪の一部は、その出土形状・位置・高さを記録した。遺構平面図は、民間機関に委託し、光波測量

により縮尺 を基本とし作成した。土層堆積状況等の断面図については直営で作成した。また、遺1/40
跡の全景写真は、民間機関に委託しラジコンヘリコプターにより撮影した。

、、、、、遺物整理は 遺物の洗浄・注記 接合・復元 実測・デジタルトレース・遺物観察表作成 写真撮影

図版作成の順に行った。これに並行して遺構図の整理、デジタルトレース、遺構図版作成を、さらに写

真整理、写真図版作成を行った。なお、遺物写真撮影にはデジタルカメラ（ ）を使用してNikon D90
いる。土器・石器等の出土遺物について、器種分類及び計測・計量を行い、各種台帳を作成した。さら

に、これらの台帳のデータを利用し、住居址・古墳・溝の一部については、各区・層からの出土量が視

覚的に分かるように「遺物分布図」を作成し掲載した。遺構・遺物図版、各種表等の作成・レイアウト

には、積極的にパソコンを使用し、主にイラストレーター によりデジタルデータ化し、作業効率の10
向上に努めた。

第２節 基本層序

㎝本遺跡地の土層は大きく以下の４層に分類できる。 0
第Ⅰ層 暗褐色土 現代の耕作土。 を全体に含む。Ａs-Ａ

Ａs-Ｂ混土層。本層下位にＡs-Ｂ一次第Ⅱ層 黒褐色土

Ⅰ。堆積層が遺存する場合もある

㎜以下の白色パミス（Ａs-Ｃ？）第Ⅲ層 黒褐色土 直径数

㎝。む含を 50
As-BⅡ。土ムーロつ持を性粘やや土色褐黄層Ⅳ第

場所により土層状況は異なる。北に向かうほど第Ⅱ層と第

Ⅲ層の遺存状況は良好である。Ａ区・ＣＤ区の一部は、第Ⅱ

層・第Ⅲ層の遺存状況が不良 Ⅲ層Ⅲ第は認確の構遺。たっあで

㎝下位～第Ⅳ層上面で行った。 100
Ⅳ

第２図 基本土層模式図
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第3図　グリッド設定図(1)
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第４章 遺構と遺物

第１節 概要

（１）縄文時代

前期中葉～後葉・中期中葉・後期前葉の土器片、及び同時期の所産と推定される石器が少量出土して

いるが、遺構の検出には至っていない。

（２）弥生時代

中期後葉（栗林式期並行）の竪穴住居址が１軒検出された。遺構として確認されたのは、この１軒の

みであるが、調査区全体から栗林式期～樽式期並行の土器片が一定量出土している。なお、今回試掘調

査のみで、本調査を実施しなかった開発区域北半において、樽式期の所産と推定される竪穴住居址が確

認されている。

（３）古墳時代

古墳時代は本遺跡の中核をなす時期であり、竪穴住居址が７軒確認されている。Ｈ２号住居址が一番

旧く５世紀前半、Ｈ６号住居が一番新しく６世紀後半、他の住居址は５世紀後半から６世紀前半の所産

と考えられる。周辺一帯に５世紀から６世紀にかけて、継続的に集落が営まれていたと考えられる。な

お、内斜口縁の坏等が出土している３号土坑は、報告の中では土坑としているが、竪穴住居址のプラン

を見落とし、その柱穴と貯蔵穴のみを検出している可能性も考えられる。

１号古墳は、調査区の制約により周堀の部分的調査にとどまった。そのため、全体の規模・形状、主

体部の構造等不明な部分が多い。出土遺物は円筒埴輪が約 個体である。それらの出土遺物から、築10
造時期は５世紀終末から６世紀初頭と推定され、九十九川流域では最古級の古墳と考えられる。周辺は

「国衙古墳群」と称されるほど古墳の多い地域である。１号古墳周辺以外からも、円筒埴輪片が少量出

土しているが、遺構として確認されたのは本墳だけである。

（４）古代

試掘調査の段階から、平安時代の所産と推定される須恵器片が少量出土しているが、遺構は確認され

ていない。

（５）中世

中世では、非常に顕著な 混土層硬化面が確認された。この硬化面は表土掘削の段階で、本調査As-B
を行った４区のいずれでも確認されている。しかし、時間的な制約があり全調査区の２面調査は不可能

であったため、Ａ区とＣＤ区の一部のみ精査を行った。

以下、遺構が検出された弥生時代・古墳時代・中世について詳述する。なお、出土遺物が無く時期決

定が難しい溝・土坑・ピット等は、本遺跡の主体をなす古墳時代所産である可能性が高いと考え、第３

節において実測図・観察表等により報告する。また、縄文時代・古代の遺物については、代表的なもの

を「遺構外出土遺物」とし第５節において報告する。

第２節 弥生時代

（１）竪穴住居址

１号住居址（第６・７・８図、第２表、  1・８）① LPY
Ｅ区南寄り、９Ｆ グリッド他に位置する。 全体を調査していないが、長方形と徴特・状形置位 62

3.60推定される。東側ほど後世の耕作等により遺存状況が不良であるが、プランは確認できた。東西

ｍ（確認部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 しまった黒褐色土を主体とする。床面付近は炭6.00 0.15 覆土

化材・炭化物を多く含み、焼失家屋の可能性が考えられる。 Ｐ４付近に焼土が少量散在するが、炉

炉址との断定は難しい。 羽状櫛描文・波状文を施した甕・壺系土器片が多い。東壁際床面直上遺物

より独鈷石状石器（縄文時代晩期を中心に作られた独鈷石と比較すると扁平であり、石材も弥生時代の

磨製石斧に多用される輝緑岩であるため、独鈷石とは区別をし「独鈷石状石器」と呼称しておく）が出

土している。 中期後葉栗林Ⅱ式期並行と考えられる。時期
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 1>4 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※

2 褐灰色土 10YR4/1 ◎ △ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ 顕著な硬化面あり　本層上面が道路？

3 黒色土 10YR2/1 ◎ ○ ※ ※ ※ × × △ ※ ※ 2層と同様に非常にしまっている

4 黒褐色土 10YR3/1 4<1 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ Y1住より新しいピットの覆土？

5 黒褐色土 10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※ × × ※ △ ※

6 暗褐色土 10YR3/3 ○ ○ △ △ △ × × ※ ○ ※ 床面付近炭化物多い　焼失家屋か？

7 黒褐色土 10YR2/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

8 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ ○ ○ ※ × × × ※ ※

混入物
粘性 備考層番 層名 色調 しまり

0 2m1:60

  第6図　Y1号住居址
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Y1号住居址出土遺物（２）
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 褐灰色土 10YR4/1 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※

2 黒褐色土 10YR3/1 2>15 ○ ○ ※ ※ ※ × × △ ※ ※

3 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ ※ ※ △ × × △ ※ ※

4 灰黄褐色土 10YR4/2 ○ ○ ○ ※ △ × × ※ ※ ※

5 黒褐色土 7.5YR3/1 5>10 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ △

6 黒褐色土 7.5YR3/2 6>11 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

7 暗褐色土 7.5YR3/3 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

8 暗赤褐色土 5YR3/3 △ ○ △ ※ ※ × × ※ △ ○

9 暗赤褐色土 5YR3/2 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ △

10 黒褐色土 7.5YR3/1 10<5 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ △

11 黒褐色土 7.5YR3/2 11<6 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ △

12 にぶい赤褐色土 5YR5/4 △ ○ △ ※ ※ × × ※ △ ◎

13 黒色土 10YR2/1 13>14 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

14 黒色土 10YR2/1 14<13 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

15 黒褐色土 10YR3/1 15<2 ○ ○ ※ ※ ※ × × × ※ ※

16 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ ○ ○ △ × × × ※ ※

混入物
色調 しまり 粘性 備考層番 層名

第9図　H1号住居址（１）

Y1号住居

跡遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 弥生土器

壺

一括 口径　-

底径　-

器高　-

①普通　②黒褐色　③白色粒・黒

色粒　④頸部～胴部上位7/8

外面　頸部～胴部上位篦磨き、下位に赤彩あり。

内面　頸部～胴部上位篦撫で。

6 弥生土器

壺

№13.1区1層

2区1層.6区1層

口径　(26.0)

底径　-

器高　-

①普通　②にぶい黄橙～黒褐色

③白色粒・黒色粒　④口縁部～胴

部中位1/6

外面　口唇部縄文LR、口縁部篦磨き、胴部刷毛目後羽状文。

内面　口縁部～胴部刷毛目後篦磨き。

3 弥生土器

甕

№12 ①普通　②にぶい褐～黒褐色　③

白色粒・角閃石　④口縁部～胴部

上位破片

外面　口唇部刻み目、口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後波状文、横位の羽状文か。

内面　口縁部横撫で、胴部上位篦磨き。

2 弥生土器

甕

6区1層.9区1層 口径　(22.8)

底径　-

器高　-

①普通　②にぶい褐～黒褐色　③

白色粒・角閃石　④口縁部～胴部

上位1/6

外面　口唇部刻目、口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後羽状文、横位の羽状文か。

内面　口縁部横撫で、胴部上位篦磨き。

5 弥生土器

甕

6区1層 ①普通　②褐灰色　③白色粒　④

口縁部～胴部上位破片

外面　口唇部刻み、口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後、縦位の羽状文か。

内面　口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後篦磨き。

4 弥生土器

甕

2区1層.6区1層 口径　(22.6)

底径　-

器高　-

①普通　②褐灰色　③白色粒　④

口縁部～胴部上位1/12

外面　口唇部刻目、口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後縦位の羽状文。

内面　口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後篦磨き。

7 弥生土器

甕

№2.№7.№8.

8区1層.12区1層

11区1層.一括

口径　(29.4)

底径　-

器高　-

①普通　②にぶい黄橙～黒褐色

③白色粒・黒色粒・褐色粒・角閃

石　④口縁部～胴部中位1/4

外面　口唇部縄文LR、口縁部刷毛目後横撫で、頸部波状文、胴部刷毛目後縦位の

      羽状文。

内面　口縁部横撫で、胴部上位刷毛目後篦磨き。

8 弥生土器

甕

№.3.№4.№5

2区1層. 11区1層

12区1層.Y1H一括

口径　-

底径　-

器高　-

口径　-

底径　-

器高　-

口径　-

底径　-

器高　-

①普通　②にぶい黄橙～黒褐色

③白色粒・黒色粒・角閃石　④胴

部上位～下位1/3

外面　胴部上位～中位刷毛目後縦位の羽状文、下位篦磨き。

内面　胴部上位刷毛目後篦磨き。

9 弥生土器

甕

№14.2区1層 口径　-

底径　(10.2)

器高　-

①普通　②外-黒褐色、内-にぶい

黄橙色　③白色粒・黒色粒　④胴

部下位～底部1/4

外面　胴部下位～底部篦磨き。

内面　胴部下位刷毛目後篦磨き、下位～底部刷毛目。

10 弥生土器

台付甕

№11 口径　-

底径　6.3

器高　-

①普通　②橙～褐灰色　③白色

粒・角閃石　④台部残存

外面　台部上位篦磨き、下位刷毛目。

内面　台部上位篦磨き、下位刷毛目。

11 弥生土器

壺形注口？

Y-1H

一括

口径　-

底径　-

器高　-

①普通　②にぶい橙色　③白色

粒・角閃石　④注口部

外面　磨き。

12 石器

砥石

S-2 長さ　22.9

巾　　11.2

厚さ　5.5

重さ　2496.2g

13 石器

独鈷石状石器

S-1 長さ　17.7

巾　　4.4

厚さ　3.0

重さ　315.9g

石材　安山岩。

上面に顕著な使用痕有り。

石材　輝緑岩。

抉り部分を除き丁寧な研磨、刃部の一部破損（刃こぼれ状）。

第2表　Y1号住居址出土遺物観察表

第３節 古墳時代

（１）竪穴住居址

（第９･ ･ 図、第３表、 ２・９）①Ｈ１号住居址 10 11 PL
Ｅ区北寄り、９Ｆ グリッド他に位置する。 住居東壁付近の一部を調査したのみ徴特・状形置位 20

であるが、方形と考えられる。東西 ｍ（確認部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 しまっ03.056.652.1 覆土

た黒褐色土を主体とする。 東壁やや南寄りで検出された。焚き口には鳥居状石組が確認されカマド

た。 カマド内及びカマド周辺からの出土量が多い。 ５世紀後半と考えられる。期時物遺
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第11図　H1号住居址出土遺物
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H1住  
遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師
坏

№9.№14.一括 口径　13.8
底径　-
器高　5.3

①良好　②赤褐色　③白色粒・褐
色粒・角閃石　④口縁部～底部
2/3

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部～底部磨き。

2 土師
坏

№13 口径　12.9
底径　-
器高　5.1

①普通　②にぶい赤褐色　③褐色
粒・角閃石　④口縁部～底部3/4

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　体部斜位磨き後、口辺部に横位磨き。

3 土師
甕

№3.№6.竈 口径　(16.0)
底径　-
器高　25.5

①やや不良　②橙色　③褐色粒・
礫　④口縁部～底部2/3

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部～底部篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部～底部篦撫で。

4 土師
甕

№2.№4.№5.№8
№9.№10.№11
№12.№15
竈そで.竈一括
H-7H・10区2層
H-7H・13区1層
H-7H・14区1層

口径　(31.0)
底径　7.4
器高　23.6

①普通　②にぶい赤褐色　③白色
粒、褐色粒　④口縁部～底部2/5

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦撫で。

5 土師
甕

3区2層 口径　(17.0)
底径　-
器高　<11.7>

①普通　②橙色　③白色粒、褐色
粒、礫　④口縁部～胴部中位1/10

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部斜位基調篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位基調篦撫で。

第3表　H1号住居址出土遺物観察表

（第 ･ 図、第４表、 2・9 ）②Ｈ２号住居址 12 13 PL
ＣＤ区南寄り、８Ｅ グリッド他に位置する。 一部の調査であるが、方形基調で徴特・状形置位 68

あると推定される。東西 ｍ（確認部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 黒褐色土を主体と54.001.459.1 覆土

する。 出土遺物から判断すると、炉を有する可能性が高いと考えられるが検出されていない。炉

表土掘削時及びプラン確認時には一定量の遺物が出土したが、分層 分割法で取り上げた覆土遺物 16
下位での出土は少量である。台付甕台部が出土している。 ５世紀前半と考えられる。時期
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第12図　H2号住居址

第13図　H2号住居址出土遺物
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 褐灰色土 10YR4/1 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※ 現代の耕作土

2 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

3 黒褐色土 10YR2/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ H－2住の覆土

4 黒褐色土 10YR2/3 ○ ○ ※ ※ △ × × △ ※ ※ H－2住の覆土

5 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ △ ※ △ × × ※ ※ ※ H－2住の覆土

6 暗褐色土 10YR3/3 ○ ○ △ ※ ※ × × × ※ ※ 地山

7 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ ○ ○ △ × × × ※ ※ 地山

混入物
粘性しまり 備考層番 層名 色調
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B

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 1>2 △ △ ※ ※ ※ △ ※ ※ ※ ※ こぶし大～人頭大の礫を含む

2 黒褐色土 10YR3/1 2<1 △ △ ※ ※ ※ ※ △ ※ ※ ※

3 黒褐色土 10YR2/2 3>5 ○ ○ ※ ※ △ × × ※ ※ ※ H－3住の覆土

4 黒褐色土 10YR3/2 4>6 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ ※ H－3住の覆土

5 黒褐色土 10YR2/2 5<3 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ H－3住の覆土

6 黒褐色土 10YR3/2 6<4 ○ ○ △ ※ ※ × × × ※ ※

混入物
粘性色調 しまり 備考層番 層名

0 2m1:60

第14図　H3号住居址

H2号住
遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師
高坏

一括 口径　(20.5)
底径　16.0
器高　15.3

①普通　②にぶい橙色　③白色
粒・褐色粒　④坏部～脚部2/3

外面　口辺部横撫で、体部篦削り後磨き、脚部磨き。
内面　口辺部横撫で、体部篦撫で後、不整方向の斑な磨き、脚部篦撫で。

2 土師
高坏

一括 口径　-
底径　-
器高　<9.6>

①普通　②橙色　③白色粒・褐色
粒　④坏部下位～脚部中位1/5

外面　坏部篦削り、脚部縦位磨き。
内面　坏部磨き、脚部篦撫で。

3 土師
高坏

一括 口径　-
底径　-
器高　<7.3>

①普通　②にぶい橙色　③白色
粒・褐色粒　④脚部1/6

外面　縦位磨き。
内面　篦撫で。

5 土師
甕

13区一括
一括

口径　21.4
底径　-
器高　<12.2>

①やや不良　②にぶい橙色　③白
色粒・褐色粒・角閃石　④口縁部
～胴部上位1/8

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦削り(不明瞭)。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦撫で(不明瞭)。

4 土師
高坏

一括 口径　-
底径　12.4
器高　<6.0>

①普通　②黄橙色　③褐色粒④脚
部中位～下位1/6

外面　撫で後、縦位磨き。
内面　中位篦撫で、下位横撫で。

6 土師
台付甕

一括 口径　-
底径　11.8
器高　<6.6>

①普通　②にぶい赤褐色　③白色
粒・黒色粒・角閃石　④台部1/10

外面　篦削り。
内面　篦撫で。

第4表　H2号住居址出土遺物観察表

（第 図、  2）③Ｈ３号住居址 14 PL
ＣＤ区南端、８Ｆ グリッド他に位置する。 全体を調査していないが、方形基調徴特・状形置位 70

。。）（。と推定される 東西 ｍ 確認部分 ×南北 ｍ×深さ ｍ 黒褐色土を主体とする04.007.358.1 覆土

検出されていない。 西壁付近を中心に一定量の遺物が出土しているが、小破片が多物遺ドマカ

いため図化していない。 ５世紀後半から６世紀前半と考えられる。時期

（第 ･ ･ 図、第５表、  3・10・11）④Ｈ４号住居址 15 16 17 PL
ＣＤ区中央付近、７Ｅ グリッド他に位置する。 後世の攪乱のため東側のプラン徴特・状形置位 97

が不明である。柱穴の可能性が考えられるピットが４基検出されており、その位置から長方形と考えら

炉土覆れる。東西 ｍ（遺存部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 黒褐色土を主体とする。52.009.453.3
出土遺物から判断すると、炉を有する可能性が高いと考えられるが検出されていない。 出土量遺物

は全体に多い。鉄鋤・紡錘車が出土している。また、台付甕も複数個体出土している。 ５世紀時期

半ばと考えられる。

9

10

11

12

13

14

15

16

1層

○○○○
○○○○

△

○○○○○
○

△

○○○○○

○○○○○
○○

○○○
○○
○○○○

2層

○

△△

○○○○○

○○○○

○

○○○

○○○○○

14区一括 ○

一括 △ ○○○○
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/2 1>3 ◎ △ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ Ｂ混の層

2 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ ※ ※ ※ × × △ ※ ※

3 黒褐色土 10YR3/2 3<1 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ ※

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

0 2m1:60

第15図　H4号住居址

1 2
3

4

0 1：4 10cm
第16図　H4号住居址出土遺物（１）
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○○○○○
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○○
○○

△△△△△

○○○○
○○○○○

○○○

△△△△
△△△△△

○○○○
○○○○

○○○○

P3 ○○

一括 △△△△△△△△

○○○○○○○○○
○○○○○○○
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H4号住居址出土遺物（２）第17図
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H4住

遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師

坏

№2.11区1層

12区1層

16区1層

口径　14.4

底径　-

器高　5.6

①普通　②にぶい赤褐色　③褐色

粒　④口縁部～底部3/5

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。

内面　口縁部横撫で、体部～底部篦撫で。

2 土師

坏

一括 口径　(9.0)

底径　-

器高　<6.0>

①普通　②暗赤褐色　③褐色粒

④口縁部～底部1/4

外面　口縁部～体部上位横撫で、体部中位～底部篦削り。

内面　口縁部横撫で、体部～底部不整方向の斑な磨き。

3 土師

坏

11区1層

15区1層

一括

口径　(12.7)

底径　(3.4)

器高　7.1

①普通　②にぶい橙色　③白色

粒・礫　④口縁部～底部1/4

外面　口辺部横撫で、体部篦削り。

内面　口辺部横撫で、体部篦撫で。

4 土師

小型甕

№12 口径　11.4

底径　4.6

器高　8.1

①良好　②にぶい橙色　③白色

粒・褐色粒　④ほぼ完形

外面　口縁部横撫で、以下篦削り。

内面　口縁部横撫で、以下篦撫で　　　　

5 土師

小型壺

10区1層

13区1層

5区1層

口径　9.0

底径　2.8

器高　8.6

①普通　②にぶい赤褐色　③白色

粒・褐色粒　④口縁部～底部

2/3

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位基調篦削り。

内面　口縁部～頸部横撫で、胴部～底部篦撫で。

6 土師

高坏

№4.№28

10区1層.11区1層

12区1層.14区1層

15区1層.一括

口径　17.4

底径　-

器高　<7.0>

①普通　②にぶい橙色　③白色

粒・褐色粒　④坏部1/3

外面　坏部上半横撫で、下半篦削り。

内面　口辺部横撫で、以下篦撫で？(不明瞭)。

7 土師

高坏

№3 口径　20.2

底径　-

器高　<7.0>

①良好　②赤褐色　③褐色粒・礫

④坏部1/2

外面　上半縦位磨き、下半篦削り。

内面　縦位磨き。

8 土師

高坏

11区1層

№7

口径　(10.0)

底径　-

器高　<5.6>

①良好　②浅黄橙色　③白色粒・

褐色粒・礫　④坏部2/5

外面　口辺部横撫で、体部篦削り。

内面　口辺部横撫で、体部篦撫で。

9 土師

高坏

№36

一括

口径　-

底径　-

器高　<11.0>

①普通　②橙色　③褐色粒　④坏

部下位～脚部下位

外面　坏部篦撫で、又は篦削り(不明瞭)、脚部篦撫で。

内面　坏部篦撫で？(不明瞭)、脚部篦撫で。

10 土師

高坏

№30

7区1層

口径　-

底径　-

器高　<9.3>

①普通　②明赤褐色　③褐色粒

④脚部1/8

外面　縦位基調磨き。

内面　篦撫で。

11 土師

高坏

7区1層 口径　-

底径　-

器高　<7.7>

①普通　②橙色　③褐色粒　④脚

部1/6

外面　縦位基調磨き　下位のみ横位撫で。

内面　篦撫で。

12 土師

高坏

№17 口径　-

底径　12.4

器高　<7.8>

①良好　②にぶい橙色　③褐色粒

④脚部2/3

外面　撫で後、縦位基調磨き。

内面　篦撫で。

13 土師

高坏

13区1層 口径　-

底径　(10.8)

器高　<5.1>

①普通　②浅黄橙色　③褐色粒

④脚部1/６

外面　篦撫で、一部磨き。

内面　篦撫で。

14 土師

高坏

11区1層

一括

口径　-

底径　10.0

器高　<4.5>

①普通　②浅黄橙色　③褐色粒

④脚部1/5

外面　篦削り、一部篦撫で。

内面　篦撫で。

15 土師

高坏

11区1層 口径　-

底径　(11.4)

器高　<7.2>

①普通　②にぶい赤褐色　③白色

粒・褐色粒　④脚部1/8

外面　篦撫で？(不明瞭)。

内面　篦撫で。

16 土師

甕

№34.№35

7区1層.8区1層

16区1層.CD区一括

一括

口径　14.2

底径　-

器高　<18.0>

①普通　②にぶい橙色　③褐色粒

④口縁部～胴部下位1/2

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦削り。

内面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦撫で。

17 土師

甕

15区1層

16区1層

口径　(15.0)

底径　-

器高　<6.5>

①普通　②浅黄橙色　③褐色粒

④口縁部～胴部上位1/10

外面　口辺部横撫で、頸部～胴部最上位縦位基調篦削り。

内面　口縁部～頸部横撫で後一部篦撫で、胴部篦撫で。

18 土師

壺

№13.№14.№18

7区1層.11区1層

14区1層.15区1層

一括

口径　-

底径　6.0

器高　<11.3>

①普通　②にぶい橙色　③褐色粒

④胴部～底部1/2

外面　胴部最上位横撫で？上位～下位篦削り、底部無調整？

内面　篦撫で。

19 土師

台付甕

№16.9区1層

10区1層.13区1層

14区1層.CD区一括

口径　(19.0)

底径　-

器高　<19.0>

①普通　②にぶい褐色　③褐色

粒・礫　④口縁部～台部上位

1/2

外面　口辺部横撫で、頸部～台部横位又は斜位基調篦削り。

内面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦撫で、台部篦撫で。

20 土師

台付甕

№33

一括

口径　-

底径　11.0

器高　(10.7)

①良好　②にぶい赤褐色　③褐色

粒・礫　④胴部下位～台部1/10

外面　胴部下位、台部とも縦位基調篦削り。

内面　篦撫で。

21 土師

甑

11区1層 口径　(24.6)

底径　-

器高　(18.6)

①普通　②にぶい黄褐～黒褐色

③白色粒・黒色粒・褐色粒

④3/4

外面　口縁部横撫で、胴部～底部篦撫で、胴部中位に把手を貼付、底部多孔式。

内面　口縁部横撫で、胴部～底部篦撫で。

22 石製品

紡錘車

S-1

(14区1層)

長さ　　4.0

巾　　　-

厚さ　　1.1

重さ　22.7g

23 石器

台石

S-2

(1区1層.5区1層)

長さ　35.2

巾　　41.0

厚さ　12.4

重さ　29.7㎏

24 鉄製品

鉄鋤

鉄器-1

鉄器-2

(15区1層)

長さ　12.9

巾　　15.3

刃部巾　3.0

重さ　120．4ｇ

石材　滑石。孔径0.7。

石材　安山岩。上面に敲打痕あり。

　　　　　

第5表　H4号住居址出土遺物観察表
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（第 ･ 図、第６表、   ）⑤Ｈ５号住居址 18 19 PL 4･11
Ｂ区北寄り、６Ｅ グリッド他に位置する。 住居東壁付近の一部を調査したのみ徴特・状形置位 70

であるが、方形と考えられる。東西 ｍ（確認部分における推定値）×南北 ｍ×深さ ｍ。51.004.551.1
黒褐色土を主体とする。 東壁やや南寄りに焼土が集中する部分があり、カマドの可ドマカ土覆

能性が高い。遺存状況が不良で詳細は不明である。 焼土集中部に南接する土坑が貯蔵穴と考え遺物

られる。遺物の大部分は貯蔵穴から出土している。 ６世紀前半～半ばと考えられる。時期
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B                    
232.6m

B'

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 ○ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ ※ 現代の耕作土

2 黒褐色土 10YR3/2 2>4 △ ※ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※

3 褐灰色土 10YR4/1 ◎ ※ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ 非常にしまっている

4 黒褐色土 10YR3/2 4<2 △ ※ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※

5 黒褐色土 10YR2/2 ○ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

6 黒褐色土 10YR2/2 6<5 ○ ○ ※ ※ △ × × △ ※ ※

7 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ ※

8 灰黄褐色土 10YR4/2 8<13 ○ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※

9 赤褐色土 5YR4/6 △ △ ※ ※ ※ × × ※ △ ○ 竈

10 暗褐色土 7.5YR3/3 △ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ △ 竈

11 黒褐色土 7.5YR3/2 ○ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ △ 竈

12 暗褐色土 10YR3/4 △ △ ※ ※ △ × × ※ ※ ※ 貯蔵穴

13 灰黄褐色土 10YR4/2 13>8 △ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ ※ 貯蔵穴

14 褐色土 10YR4/4 14<15 △ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※ 貯蔵穴

15 褐色土 10YR4/4 15>14 ○ ○ ○ ○ △ × × × ※ ※ 地山

16 にぶい黄褐色土 10YR4/3 16>17 △ △ ○ △ ※ × × ※ ※ ※

17 にぶい黄褐色土 10YR4/3 17<16 △ △ ○ △ ※ × × ※ ※ ※

備考
混入物

色調 しまり 粘性層番 層名

0 2m1:60
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第19図　H5号住居址出土遺物

H5号住

遺物番号 器　種 出土位置 ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師
坏

№3 口径　11.4
底径　-
器高　5.5

①良好　②明赤褐色　③褐色粒
④ほぼ完形

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り後、一部に磨き。
内面　口縁部横撫で、体部～底部磨き。

2 土師
坏

№1 口径　13.4
底径　-
器高　4.9

①普通　②橙色　③褐色粒　④ほ
ぼ完形

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部～底部篦撫で。

3 土師
小型甕

№12.№21
竈.D-1一括

口径　12.6
底径　(6.3)
器高　16.9

①普通　②にぶい橙色　③白色
粒・褐色粒　④口縁部～底部
3/4

外面　口辺部横撫で、胴部縦位～斜位篦削り。
内面　口辺部横撫で、胴部篦撫で、口縁部に1条(一部2条)の沈線。

4 土師
小型甕

№8.№11.№18
貯蔵穴.D-1一括

口径　12.0
底径　(5.4)
器高　13.2

①普通　②にぶい橙色　③白色
粒・角閃石・礫　④口縁部～底部
4/5

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦削り(剥離のため不明瞭)。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦撫で。

5 土師
甕

№10.№12.№13
№14.№15.№16
№17.№19.№20
貯蔵穴.D-1一括

口径　18.8
底径　-
器高　<18.5>

①普通　②橙色　③褐色粒　④口
縁部～胴部下位1/2

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部不整方向篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位～斜位篦撫で。

6 土師
甕

№4.№6.№7
貯蔵穴.3区1層
D-1一括

口径　(15.2)
底径　-
器高　<13.2>

①普通　②にぶい橙色　③褐色粒
④口縁部～胴部中位1/5

外面　口縁部～胴部最上位横撫で、以下篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位基調篦撫で。

第6表　H5号住居址出土遺物観察表

（第 ･ ･ 図、第７表、  4･12）⑥Ｈ６号住居址 20 21 22 PL
Ａ区、６Ｅ グリッド他に位置する。 住居の南西部分が調査区外であり、東壁付徴特・状形置位 00

。、近も後世の攪乱のためプランが不明であるが 柱穴と想定される３基のピットより長方形と考えられる

東西 ｍ（遺存部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 黒褐色土を主体とする。 北04.054.402.4 ドマカ土覆

壁で検出された。遺存状況は不良である。燃焼部中央付近で被熱した棒状礫が出土しており、支脚と考

えられる。 カマド周辺からの出土が多い。器種は長胴甕が大部分である。 ６世紀後半期時物遺

と考えられる。
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H6号住居址出土遺物第22図

H6住

遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師
甕

№3.№6.№7
№11.№13.№17
5区2層.10区2層
一括

口径　(23.4)
底径　-
器高　<28.0>

①普通　②にぶい赤褐色　③石
英・片岩・礫　④口縁部～胴部下
位2/5

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部縦位篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位～斜位篦撫で。

2 土師
長胴甕

№16
竈

口径　(23.0)
底径　-
器高　<23.0>

①やや不良　②にぶい橙色　③褐
色粒・石英・片岩　④口縁部～胴
部中位1/8

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部縦位基調篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位基調篦撫で。

3 土師
長胴甕

№13
一括

口径　-
底径　3.8
器高　<6.1>

①普通　②にぶい黄橙色　③片
岩・礫　④胴部下位～底部1/10

外面　篦削り。
内面　篦撫で(不明瞭)。

4 土師
甕

№17.竈
10区2層

口径　(20.6)
底径　-
器高　<9.3>

①普通　②にぶい橙色　③褐色
粒・片岩・礫　④口縁部～胴部上
位破片

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部縦位篦削り。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部横位篦撫で。

5 土師
小型台付甕

№1.№2
9区2層.10区2層
A区一括

口径　12.1
底径　9.1
器高　12.8

①普通　②にぶい赤褐色　③褐色
粒・礫　④口縁部～台部2/3

外面　口縁部～胴部最上位横撫で、胴部上位～台部篦削り。
内面　口辺部横撫で、胴部篦撫で、台部篦撫で。

Ｈ６住

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土　 10YR3/2 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※ 現代の耕作土

2 黒色土 10YR2/1 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ Ｈ－６住覆土

3 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ ※ ※ Ｈ－６住覆土

4 暗褐色土 10YR3/4 ○ ○ △ △ △ × × ※ △ ※ Ｈ－６住覆土

5 にぶい黄褐色土 10YR4/3 5>6 △ ○ ○ △ ※ × × ※ ※ ※ Ｈ－６住覆土

6 にぶい黄褐色土 10YR4/3 6<5 △ ○ ○ △ ※ × × ※ ※ ※ Ｈ－６住覆土

7 にぶい黄褐色土 10YR5/4 ○ ○ ○ ○ ※ × × × ※ ※

8 黒褐色土 10YR3/2 ◎ △ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ 硬くしまっている

9 褐色土 10YR4/4 ○ △ ○ ○ ※ × × ※ ※ ※

10 褐色土 7.5YR4/3 ○ △ △ ○ ※ × × ※ ※ △

11 明赤褐色土 5YR5/6 ○ △ △ △ ※ × × ※ ※ △

12 赤褐色土 5YR4/6 △ △ △ △ ※ × × ※ △ ○

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

第21図　H6号住居址（２）

第7表　H6号住居址出土遺物観察表
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第23図　H7号住居址（１）
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ ※ ※ △ × × △ △ ※

2 黒褐色土 10YR2/2 ○ ○ ※ ※ △ × × △ △ ※

3 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ △ ※ ※ × × ※ △ ※

4 暗赤褐色土 5YR3/3 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ △ ○ 竈の覆土

5 明赤褐色土 5YR5/6 △ ◎ ※ ※ ※ × × ※ △ ◎ 竈の覆土

6 暗赤褐色土 5YR3/2 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ △ △ 竈の覆土

7 暗褐色土 7.5YR3/3 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ △ 竈の覆土

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

H7号住居址（２）第24図
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　第25図　H7号住居址出土遺物
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H7住
遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師
坏

13区1層 口径　(13.8)
底径　-
器高　5.2

①良好　②明赤褐色　③褐色粒・
角閃石　④口縁部～底部1/4

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部磨き、底部篦撫で。

2 土師
坏

№23.竈そで
6区2層

口径　(13.8)
底径　-
器高　<4.6>

①普通　②橙色　③褐色粒・角閃
石　④口縁部～底部1/5

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口辺部横撫で、体部磨き、　底部篦撫で。

3 土師
坏

№14
H-1H・3区2層

口径　13.5
底径　-
器高　<4.8>

①普通　②明赤褐色　③白色粒・
褐色粒　④口縁部～底部1/2

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部～底部磨き。

4 土師
坏

№19
5区2層
9区2層

口径　(14.4)
底径　-
器高　<4.7>

①普通　②にぶい赤褐色　③白色
粒・褐色粒　④口縁部～底部中位
1/3

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部上位斜位基調磨き、中位以下剥離のため不明。

5 土師
坏

№28.№30.竈 口径　(13.0)
底径　-
器高　4.7

①良好　②にぶい赤褐色　③白色
粒・褐色粒・角閃石　④口縁部～
底部1/3

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部斜位基調磨き。

6 土師
坏

№12.10区1層
14区2層
15区2層

口径　13.2
底径　-
器高　5.4

①普通　②橙色　③白色粒・褐色
粒　④口縁部～底部9/10

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部～底部撫で後、体部のみ斜位基調磨き。

7 土師
坏

№16.竈
9区2層

口径　(15.0)
底径　-
器高　<4.1>

①良好　②にぶい赤褐色　③白色
粒・黒色粒・角閃石　④口縁部～
体部中位1/8

外面　口辺部横撫で、体部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部斜位基調磨き。

8 土師
坏

15区2層 口径　6.0
底径　-
器高　5.0

①普通　②橙色　③角閃石・礫
④ほぼ完型

外面　口辺部横撫で、体部篦撫で、底部篦削り。
内面　口縁部～体部斜位基調磨き、底部篦撫で。

9 土師
坏

№13.15区2層 口径　(11.8)
底径　-
器高　4.8

①普通　②橙色　③褐色粒　④口
縁部～底部1/2

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部斜位磨き。

10 土師
坏

№18.№29.竈 口径　11.8
底径　-
器高　4.9

①良好　②赤褐色　③白色粒・角
閃石　④口縁部～底部2/3

外面　横位基調磨き。
内面　口縁部横撫で、体部～底部縦位基調磨き。

11 土師
坏

№10
16区2層
一括

口径　11.8
底径　-
器高　<4.4>

①普通　②明赤褐色　③褐色粒・
黒色粒　④口縁部～体部1/3

外面　口辺部横撫で、体部篦削り。
内面　口縁部横撫で、体部斜位基調磨き。

12 土師
坏

10区1層
13区1層

口径　(13.5)
底径　-
器高　6.2

①普通　②橙色　③白色粒・褐色
粒・礫　④口縁部～底部1/2

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。
内面　口辺部横撫で、体部～底部篦撫で。

13 土師
高坏

一括 口径　-
底径　-
器高　<8.7>

①良好　②浅黄橙色　③褐色粒
④脚部1/5

外面　縦位基調磨き。
内面　篦撫で。

14 土師
壺

№2.8区2層
10区1層
10区2層
12区2層

口径　-
底径　-
器高　<20.0>

①やや不良　②明赤褐色　③白色
粒・褐色粒　④頸部～胴部中位
1/10

外面　篦削り(摩滅のため不明瞭)。
内面　篦撫で(剥離のため不明瞭)。

15 土師
甕

№7.№8
1区1層.7区2層
14区1層

口径　(19.4)
底径　-
器高　<22.3>

①普通　②にぶい橙色　③褐色
粒・礫　④口縁部～胴部下位1/8

外面　口縁部～頸部横撫で、胴部篦削り後一部に磨き。
内面　口縁部～頸部横撫で、胴部磨き一部に篦撫で。

16 土師
甕

№25.№26
竈一括
9区1層

口径　-
底径　9.0
器高　<8.5>

①普通　②にぶい橙色　③褐色粒
④胴部下位～底部1/10

外面　篦削り。
内面　篦撫で。

第8表　H7号住居址出土遺物観察表

（第 ･ ･ 図、第８表、   ）⑦Ｈ７号 23 24 25 PL 4･12
Ｅ区中央、６Ｅ グリッド他に位置する。 住居の東側が調査区外であり、全体の徴特・状形置位 31

。。、形状は不明であるが 柱穴と想定される４基のピットより方形と考えられる 床面は固くしまっている

東西 ｍ（確認部分）×南北 ｍ×深さ ｍ。 褐色土を主体とする。褐色パミス03.056.557.3 覆土 黒

（ ？）を全体に含む。 北壁で検出された。燃焼部周囲を礫で囲っている。燃焼部中央付As-C カマド

近で被熱した棒状礫が立った状態で出土しており、支脚と考えられる。 全体に遺物出土量が多遺物

い。南壁付近で灰白色の粘土塊が確認されている。 ５世紀後半と考えられる。時期

14区1層
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13

12

11

10

9

8

7

6

5
4

3

2
1

14

15

16

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※ こぶし大～人頭大の礫混入

2 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

3 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

1号古墳

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 褐灰色土 10YR4/1 △ △ ※ ※ ※ ○ △ ※ ※ ※ 現代の耕作土

2 暗褐色土 10YR3/4 ○ △ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※

3 黒褐色土 10YR3/1 ○ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ Ｍ－４覆土

4 黒褐色土 10YR3/2 4>5 ○ △ ※ ※ △ × × ※ ※ ※ Ｍ－４覆土

5 黒褐色土 10YR3/2 5<4 ○ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ Ｍ－４覆土

6 暗褐色土 10YR3/3 6>7 ○ ○ △ ※ △ × × ※ ※ ※ Ｍ－４覆土

7 暗褐色土 10YR3/3 7<6 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ Ｍ－４覆土

8 黒褐色土 10YＲ2/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ 地山

9 黒褐色土 10YR2/3 ○ ○ ※ ※ ※ × × △ ※ ※ 地山

10 灰黄褐色土 10YR4/2 ○ ○ ○ ○ △ × × × ※ ※ 地山

備考
混入物

色調 しまり 粘性層番 層名

4号溝

第27図　4号溝・1号古墳（２）
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□
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□□□

□□

周辺 □□□□□□□□□□

□□□□□□
□□□

（２）古墳

（第 ･ ･ ･ 図、第９表、    ）①１号古墳 26 27 28 29 PL 5･13･14
ＣＤ区北寄り、７Ｅ グリッド他に位置する。当初Ｍ４ ２号溝としていたが、調査を進めていくと-46

覆土中より約 個体の円筒埴輪が出土したため、古墳周堀の一部と判断した。平面形状は、ほぼ南北10
方向に直線状部分を有し、南北両端が東側の調査区界へとカーブしている。直線状部分の長さは、周堀

西側において ｍ弱を測る。一定距離の直線状部分を有するため、帆立貝形古墳・前方後円墳・方墳10
のいずれかである可能性が想定されるが、部分的調査であるため詳細については不明である。出土した

円筒埴輪には、半円形の透孔を持つものがある。築造時期は５世紀末～６世紀初頭と考えられ、九十九

川流域では最古級である。なお、４号溝からも円筒埴輪片が出土しているが、形状・位置より本遺構と-
は別遺構と判断した。両遺構の新旧関係については不明である。

1層
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第30図　3号溝

A'

A

4
2

3
4

1

A
'

A
2
3
1
.
0
m

Ｍ－３

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 褐灰色土 10YR4/1 △ △ ※ ※ ※ ○ ○ ※ ※ ※ 現代の耕作土

2 黒褐色土 10YR3/2 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※ M－3の覆土

3 暗褐色土 10YR3/3 ○ ○ △ ※ ※ × × × ※ ※ 地山

4 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ ○ ○ △ × × × ※ ※ 地山

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

0 2m1:40

段間長 断面形状 形状 縦×横

1 円筒埴輪

朝顔型

11.7

3.6

4.2

ー

台形又は三角形 円形？ ー 褐色粒・礫

橙色

外面　上位斜位～縦位刷毛後、上端部撫で。中位篦撫で、又は無調整。

内面　上位斜位～横位刷毛後、上端部撫で。中位篦撫で。

№9

2 円筒埴輪 10.6

5.9

7.0

台形又は三角形 半円形 (3.6)×7.3 褐色粒・黒色粒

浅黄橙色

外面　上端部横撫で。上位～下位篦撫で。

内面　上位斜位刷毛後、上端部横撫で、中位～下位篦撫で。

№7

3 円筒埴輪 11.3

6.4

7.5

台形 楕円 4.8×7.6 褐色粒・石英

明褐色

外面　縦位刷毛後、上端部及び突帯部撫で、下端部篦撫で、突帯間の

　　　一部に撫で後横位沈線。

内面　上位斜位刷毛後、上端部のみ撫で。中位～下位篦撫で。

№6

4 円筒埴輪 10.2

7.2

7.8

台形 やや楕円？ (5.5)×6.4 褐色粒・礫

にぶい黄橙色

外面　縦位刷毛後、上端部及び突帯部撫で、下端部篦撫で又は無調整、

　　　突帯間の一部に刷毛後横位沈線。

内面　上位斜位刷毛後、上端部のみ撫で。中位～下位篦撫で。

№3

5 円筒埴輪 10.5

7.1

7.3

台形 円形？ ー 褐色粒・黒色粒

浅黄橙色

外面　縦位刷毛目後、上端部及び突帯部撫で。

内面　上位斜位刷毛目後、上端部のみ撫で。中位～下位篦撫で。

№4

6 円筒埴輪 15.0

12.3

11.2

台形又は三角形 やや楕円 6.4×7.3 白色粒・黒色粒・

礫

橙色

外面　口縁部横撫で、縦位篦撫で。

内面　口縁部横撫で、斜縦位篦撫で、　5本の斜位の線刻あり。

　　　全体に歪みが顕著で扁平に押しつぶされたような状態。

№1

7 円筒埴輪 12.2

7.2

10.2

ー 円形？ ー 褐色粒・礫

橙色

外面　縦位刷毛目又は篦撫で後、上端部及び突帯部撫で。

内面　上位斜位刷毛目後、上端部のみ撫で。中位～下位篦撫で。

6区1層

8 円筒埴輪 ー ー ー ー 白色粒・褐色粒

橙色

外面　縦位刷毛(不明瞭)後、上端部撫で。

内面　斜位刷毛(不明瞭)後、上端部撫で。

7区1層

9区1層

16区1層

　胎土・色調 成形・整形の特徴 出土位置番号 種類
凸帯 透孔

第9表　1号古墳出土遺物観察表

１号古墳

（３）溝（第 ･ ･ 図、第 表、  6 ）30 31 32 11 PL
溝・土坑・ピットについては、遺構観察表を掲載する。

（４）土坑（第 ･ ･ 図、第 ･ ･ 表、  6・7・14 ）31 32 33 10 11 12 PL
Ｂ区・ＣＤ区において、７基の土坑が検出された。３号土坑からは一定量の遺物が出土している。前

述のように３号土坑は、竪穴住居址のプランを見落とし、柱穴と貯蔵穴だけを確認している可能性があ

る。
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Ｍ－５

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ △ ※ △ × × ※ ※ ※

2 暗褐色土 10YR3/4 ○ ○ ○ △ ※ × × ※ ※ ※

備考
混入物

粘性層番 層名 色調 しまり

第33図　３号土坑出土遺物

1 2

第32図　2～8号土坑・5号溝(2)

3号土坑

遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 土師

坏

№1 口径 12.3

底径　-

器高　5.2

①良好　②赤褐色　③白色礫・角

閃石　④口縁部～底部3/4

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。

内面　口縁部横撫で、体部斜位磨き。

2 土師

坏

№2 口径 11.6

底径　-

器高　4.9

①良好　②にぶい赤褐色　③白色

粒・角閃石　④ほぼ完形

外面　口辺部横撫で、体部～底部篦削り。

内面　口縁部横撫で、体部斜位磨き。

第10表　3号土坑出土遺物観察表

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

2 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ ※ ※ △ × × ※ ※ ※

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

Ｄ－２

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/2 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

2 灰黄褐色土 10YR4/2 ○ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※

混入物
色調 しまり 粘性層番 層名 備考

Ｄ－４

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/2 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

2 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※

層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
混入物

Ｄ－５

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 ○ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

2 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ○ ○ ○ △ ※ × × ※ ※ ※

層名 色調 しまり
混入物

粘性 備考層番

Ｄ－６

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 黒褐色土 10YR3/1 △ △ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

2 黒褐色土 10YR3/2 △ △ △ ※ ※ × × ※ ※ ※

備考
混入物

粘性層番 層名 色調 しまり

Ｄ－７

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ａｓ－Ａ Ａｓ－Ｂ Ａｓ－Ｃ 炭化物 焼土

1 灰黄褐色土 10YR4/2 △ ○ ○ △ △ × × ※ ※ ※

2 黒褐色土 10YR3/2 △ ○ ※ ※ ※ × × ※ ※ ※

3 暗褐色土 10YR3/4 △ ○ △ △ ※ × × ※ ※ ※

備考
混入物

粘性層番 層名 色調 しまり

Ｄ－８

0 1：4 10cm

（５）ピット（第 図、第 表）34 13
Ｂ区・ＣＤ区において、 基のピットが検出された。18
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第34図　1～18号ピット
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第４節 中世

（１）性格不明遺構（第 図  　　）36  、PL 7
試掘調査時より、非常に顕著な硬化面を有する 混土層の存在は把握していた。しかし、本章第As-B

、。、、１節で述べた理由により 全面での調査は不可能と判断し 一部分の調査を実施した ＣＤ区北端では

㎝の帯状硬化面が６条検出された。それぞれの硬化面は、現在の地割り（農道）に並行するように検幅 ～20 40
出されている。硬化面１～４は、階段状に高低差を有する。硬化面５と６の間では、人頭大の礫が列状に検出さ

れた。断面図から判断すると、全ての硬化面が同時に存在していたわけではなく、低い硬化面ほど旧いと考えら

れる。なお、第 図において、硬化面南端が途切れているのは、遺構確認面の高度が下がっている為であり、35
本来ならば南に続いている。明らかに本遺構に伴うと考えられる遺物は皆無であり、時期についての断定は難し

いが、層位より中世の所産と推測される。

区 グリッド 長さ 最大幅

３号溝 ＣＤ ８E－79他 270 60 13 箱状 数値は確認部分におけるもの。

４号溝 ＣＤ ７E－77他 300 70 22 椀状 数値は確認部分におけるもの。１号古墳と重複。新旧関係は不明。

５号溝 ＣＤ ７E－46他 340 120 19 皿状 ８号土坑と重複。本遺構が旧い。

（単位は㎝）

深さ 断面 備考遺構名
位置 規模

区 グリッド 長軸 短軸 長軸 短軸

２号土坑 ＣＤ ８E－28他 168 100 156 90 41 長方形 箱状

３号土坑 Ｂ ６E－94他 140 － 40 － 89 不明 不整形 数値は確認部分におけるもの。

４号土坑 Ｂ ６E－74 84 68 64 48 11 楕円形 皿状

５号土坑 Ｂ ６E－84 80 60 58 42 12 楕円形 皿状

６号土坑 Ｂ ７E－05他 74 36 52 18 21 楕円形 椀状

７号土坑 ＣＤ ８E－38 80 78 68 62 11 隅丸三角形 箱状

８号土坑 ＣＤ ７E－46他 116 104 88 62 31 円形 椀状 ５号溝と重複。本遺構が新しい。

（単位は㎝）

遺構名 深さ 平面形態 断面 備考
位置 規模（上） 規模（下）

区 グリッド 長軸 短軸 長軸 短軸

１号ピットＢ ６E－84 40 40 30 24 38 円形 箱状

２号ピットＢ ６E－74 － － 20 18 23 不明 不明 ３号ピットと重複。新旧不明。

３号ピットＢ ６E－74 － － 32 20 31 不明 不明 ２号ピットと重複。新旧不明。

４号ピットＢ ６E－74 60 50 16 14 32 不整形 不整形

５号ピットＢ ６E－94 40 32 24 20 25 楕円形 椀状

６号ピットＢ ７E－05 32 28 12 10 28 円形 椀状

７号ピットＣＤ ８E－79 42 34 22 10 15 楕円形 椀状

８号ピットＣＤ ８E－69 38 32 12 10 36 円形 椀状

９号ピットＣＤ ８E－58 30 26 20 16 13 円形 椀状

10号ピットＣＤ ８E－58 24 20 14 14 21 円形 椀状

11号ピットＣＤ ８E－58 30 26 14 14 20 円形 椀状

12号ピットＣＤ ８E－58 30 26 16 12 20 円形 椀状

13号ピットＣＤ ８E－58 80 42 64 18 10 楕円形 皿状

14号ピットＣＤ ８E－48 38 30 24 12 33 楕円形 椀状

15号ピットＣＤ ８E－48 34 28 20 14 30 楕円形 椀状

16号ピットＣＤ ８E－48 56 32 42 16 32 楕円形 箱状

17号ピットＣＤ ８E－48 34 30 24 20 17 円形 椀状

18号ピットＣＤ ８E－48 56 44 44 32 20 楕円形 箱状

（単位は㎝）

遺構名
位置 規模（上） 規模（下）

深さ 平面形態 断面 備考

第11表　溝観察表

第12表　土坑観察表

第13表　ピット観察表
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遺構外
遺物番号 器　種 出土位置 法量(㎝) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴

1 縄文
深鉢

Y-1H 口径　-
底径　-
器高　(　　)

①普通　②にぶい黄橙色　③白色
礫・植物繊維混入　④胴部破片

RL縄文施文。前期中葉。

2 縄文
深鉢

口径  -
底径  -
器高  -

①普通　②外-灰黄褐～褐色、内-
黒褐色　③白色粒・黒色粒・角閃
石　④頸部破片

装飾把手、脇に蓮花文を配す。断面三角形の隆線で区画、縄文LR縦位施文後沈線を
２条、条線を充填後隆線に沿って刻文。中期中葉。

3
須恵器
甕

B区
3ﾄﾚ一括
試掘

口径　-
底径　-
器高　(　　)

①良好/還元　②にぶい橙色　③
黒色粒・石英　④胴部破片

外面　平行叩き、一部に自然釉付着
内面　青海波文。

4
須恵器
甕

B区
3ﾄﾚ一括
試掘

口径　-
底径　-
器高　(　　)

①良好/還元　②褐灰色　③黒色
粒・石英　④胴部破片

外面　平行叩き、一部に自然釉付着
内面　青海波文。

第14表　遺構外出土遺物観察表

1：40 10㎝

2

3 4

遺構外出土遺物第35図　

1

第５節 遺構外出土遺物

（１）縄文時代（第 図、第 表、  ）35 14 PL 14
縄文時代の遺構は検出されなかったが、前期中葉・中期中葉～後葉・後期所産の土器片が少量出土し

ている。

（２）古代（第 図、第 表、  ）35 14 PL 14
古代の遺構は検出されていない。Ｂ区より出土した須恵器片を掲載する。

CD区9F-01
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第５章 総括

ここでは、今回の発掘調査の成果を時代ごとにまとめ、若干の考察を加え総括としたい。

縄文時代

、、、遺構は検出されていないが 前期中葉の胎土に植物繊維が混入する土器片 中期中葉～後葉の土器片

1992後期の所産と考えられる土器片等が出土している 町道改良工事に伴い調査された 国衙遺跡群Ⅱ」「。 （

松井田町教育委員会）で報告されている土器群の時期も、今回検出されたものと同様の傾向を示してい

る。周辺地域の詳細遺物分布調査の結果を合わせ見ても、前期中葉～後期前葉の時期に、周辺に小規模

集落が断続的に形成されていた可能性が考えられる。

弥生時代

検出された遺構は、中期後葉の所産と考えられる竪穴住居址１軒である。出土土器には、波状櫛描文

・縦位羽状櫛描文等が施文されており、栗林Ⅱ式期並行と考えられる。前出の「国衙遺跡群Ⅱ」 号15
住居が、今回調査されたＹ１号住居址と同時期である。旧松井田町地区の九十九川流域において、既報

告遺跡で当該期の住居址が検出されているのは、この２例だけである。

一方、栗林Ⅱ式期に後続する後期樽式期の住居址は、九十九川流域においては多数検出されている。

16 19特に、本遺跡の東に位置する小日向地区遺跡群（今年度末報告書刊行予定）においては、平成 ～

、。、年度に実施された土地改良事業に伴う調査により 軒弱の樽式期住居址が検出されている しかし180
栗林式期所産のものは、遠地谷戸遺跡Ａ区１号住居址とＢ区９号住居址の２軒のみである。このことは、

栗林式期において九十九川流域には小規模集落が点在していただけであるが、樽式期になり、流域全体

に長野方面からの大規模な人の動きががあったことを示している。また、今回本調査は実施していない

が、開発区域北半において樽式期の所産と考えられる住居址が複数軒確認されている。前述の国衙地区

15遺跡群Ⅱ 号住居址は、樽式期住居址と重複している。また、今回の調査地周辺からも、樽式期の土

器片が一定量表採されることから、本台地上にも樽式期の集落が展開していることが想定される。

次にＹ１号住居址出土の独鈷石状石器について若干言及する。この石器は住居址東壁際床面直上より

出土している。当初縄文時代遺物の流れ込みと考えたが、縄文時代の独鈷石と比較して全体に扁平であ

ること、使用石材が弥生時代の磨製石斧に多用される輝緑岩であること、他遺跡に類例があること（長

野県長野市松原遺跡・群馬県渋川市中村遺跡）から、Ｙ１号住居址に伴うものと判断した。以下、本遺

跡・松原遺跡・中村遺跡出土の独鈷石状石器（中村遺跡の報告書では「独鈷石」という名称が用いられ

ているが、縄文時代の「独鈷石」と区別をするため、ここでは独鈷石状石器という名称に統一する。ま

た、中村遺跡出土の独鈷石状石器は、他遺跡出土のものとの比較を容易にするため、報告書とは掲載の

角度を 度変えている。これに伴い計測表の縦・横の数値が入れ替わっている ）の実測図・計測表を90 。

掲載する。

1 2 3
国衙下辻遺跡

松原遺跡

中村遺跡

第37図　国衙下辻遺跡・松原遺跡・中村遺跡出土独鈷石状石器
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これらの独鈷石状石器の中で、本遺跡出土のものを除く２点は遺構からの出土ではないが、その出土

状況や遺跡の主体をなす時期等から弥生時代中期の所産と報告されている。全国的に見ても、弥生時代

中期の所産と考えられる独鈷石状石器の出土例が稀少である中、断定することは難しいが、本遺跡での

出土状況を見る限り、縄文時代晩期に製作のピークをむかえた独鈷石は、その形状（あるいは機能も？）

を変えながらも弥生時代中期後半までは、その系譜を受け継ぐ石製品として製作が継続されたと言えよ

う。また、本市周辺の中期後半～後期の土器群の様相を見た時、長野市周辺に分布の中心を持つ栗林・

箱清水式土器群との関わりを否定することは不可能であろう。前出の長野県松原遺跡は、近接する榎田

遺跡とともに当該期の磨製石斧製作遺跡として名高い。松原遺跡出土の独鈷石状石器と酷似する本遺跡

の独鈷石状石器は、当該期における両地域の物流・文化的交流の存在を追認する資料であると位置づけ
たい。

古墳時代

検出された竪穴住居址は７軒であり、全て５世紀から６世紀にかけての所産と考えられる。時期が推

定できる古墳時代遺構の時期別一覧は次のとおりである。

九十九川流域においては、本遺跡の上流に位置する高梨子森下遺跡（第１図 ）において 軒NO26
の古墳時代竪穴住居址が検出されている。また、前出の小日向地区遺跡群（第１図 ）においてはNO19

軒の古墳時代竪穴住居址が検出されている。しかし、両遺跡とも古墳時代初頭～４世紀前半、５世

紀後半～７世紀前半所産の住居址が大部分であり、４世紀後半～５世紀前半所産と断定できるものは皆

無であった。今回の調査により、数量的には僅かであるが、集落が断絶すると思われていた時期の竪穴

住居址が確認されたことは、周辺地域の集落の変遷を考察していく上で、貴重な資料となりえる。なお、

近年の発掘調査の成果より、４世紀～５世紀前半の大規模集落が、碓氷川右岸上位段丘の横野台地上に

点在していることが明らかになりつつある。これらの集落と本遺跡との位置づけ、より広域的視点から

の集落変遷の検討はこれからの課題である。

１号古墳は調査区の関係上、周堀の部分的調査に留まり、全体形状・主体部の構造等の詳細は不明で

ある。出土遺物は円筒埴輪が約 個体であり、それ以外の古墳に伴うと考えられる遺物は確認されて10
いない。円筒埴輪の特徴として、以下の点があげられる。

①色調が多様である（焼成温度・方法が一定でない）。

②刷毛目が浅く不明瞭なものが複数個体存在する。

③透孔が半円形、または横位に長軸を持つ楕円形のものが複数個体存在する。

④外面または内面に、数条の横位又は斜位の線刻を施しているものが複数個体存在する。

出土遺物が円筒埴輪だけであり築造時期の断定は難しいが、円筒埴輪の特徴からすると５世紀末から

№ 出土遺跡 縦（㎝） 横（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 石材 時期 備考

1 国衙下辻遺跡 17.7 4.4 3.0 315.9 輝緑岩 栗林式期

2 松原遺跡　　　　　　17.5 4.7 3.2 348.8 変質輝緑岩 栗林式期

3 中村遺跡 〈8.3〉 4.7 3.05 〈195〉 はんれい岩 弥生時代中期 〈　〉内の数値は遺存部分におけるもの。

時期 備考

５世紀前半 ２号住居址

５世紀半ば ４号住居址

５世紀後半 １号住居址 ７号住居址 ３号土坑

１号古墳

６世紀前半

５号住居址

６世紀半ば

６世紀後半 ６号住居址

竪穴住居址 その他の遺構

３号住居址は、５世紀後半から６世紀前半の所産と推定さ
れるが、出土遺物が小破片のみのため時期の断定が難
しい。

第16表　　古墳時代遺構時期別一覧

第15表　　独鈷石状石器計測表

40

129
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６世紀初頭の所産と推定される。九十九流域では多数の古墳が確認されている。中でも後閑３号古墳と

下増田上田中１号古墳（第１図 ４）は「Ｔ字型石室」を有する古墳として注目されている。両古墳NO
とも築造時期は６世紀初頭と推定されており、九十九流域においては最古級のものと考えられてきた。

今回、この２基と同時期、または若干先行すると考えられる古墳の発見は、九十九川流域の古墳出現期

を検討していく上で貴重な資料となるであろう。

古代

遺構は検出されていないが、試掘調査及び本調査において当該期の土器は一定量出土している 「国。

衙遺跡群Ⅱ」の調査においても、平安時代住居址が６軒検出されている。周辺の遺物散布状況を合わせ

見ても、一帯に当該期集落が営まれていた可能性が高い。

中世

性格不明遺構として報告した非常に顕著な 軽石混土層の硬化面が検出されている。この硬化面As-B
は前章で述べたように現在の農道と並行するように、開発区域のほぼ全域において確認された。一定の

距離連続する硬化面の性格として、まず思い浮かぶのが道路である。ここで看過できないのが、今回の

開発区域から北西方向へ延びる地割りである。ここにはほぼ直線状の地割りが現在も認められる。律令

体制期の官道である「東山道」がこの地を通過していたとする考えもあるが、現在まで周辺地域の発掘

調査において道路状遺構は検出されていない。層位からすれば、この硬化面が中世の所産であり、たと

え道路であったとしても律令体制期の東山道ではないことに疑問を挟む余地はない。しかし、古代の道

路に重複するように、あるいは並行するように中世の道路が築造される例は多数ある。以上の点から、

なぜ硬化面が高低差を有する複数の帯状に検出されたのか、それに対する明確な回答は持ち合わせてい

ないが、本遺構が中世の道路である可能性も捨てきれないと考えている。判断は、今後の周辺地域の発

掘調査成果に委ねたい。
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PL-1

Y1住　遺物出土状況(2) Y1住　完掘状況（南より）

Y1住　セクション（東より） Y1住　セクション（南より）

Y1住　遺物出土状況(1)（南より）



H1住　カマドセクション（南より） H1住　1号ピットセクション（東より）

H1住　遺物出土状況（東より） H1住　カマド検出状況

H2住　セクション（北より） H2住　完掘状況（東より）

H3住　セクション（南より） H3住　完掘状況（西より）

PL-2



PL-3

H4住　遺物出土状況(2)H4住　遺物出土状況(1) （南より）

H4住　遺物出土状況　（南より）

H4住　遺物出土状況(4) H4住　完掘状況 （南より）



PL-4

H7住　完掘状況（南より） H7住　カマド検出状況（南より）

H6住　完掘状況（南より）

H5住　完掘状況（東より）

H6住　遺物出土状況（南より）

H7住　遺物出土状況(1)（南より） H7住　遺物出土状況(2)

H5住　貯蔵穴遺物出土状況



PL-5

1号古墳周堀完掘状況（北より）1号古墳周堀完掘状況(4)

1号古墳周堀遺物出土状況(2)（北より） 1号古墳周堀遺物出土状況(3)

1号古墳周堀遺物出土状況(1) （北より）



PL-6

3号溝　セクション（西より） 3号溝　完掘状況（南より）

2号土坑　セクション（西より） 2号土坑　完掘状況（南より）

3号土坑　完掘状況

4号土坑　完掘状況 5号土坑　完掘状況

3号土坑　遺物出土状況



PL-7

性格不明遺構　検出状況（南より）

性格不明遺構セクション（南より）5号溝・8号土坑完掘状況

6号土坑完掘状況 7号土坑完掘状況
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